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税
な
ど
の
納
期(

普
通
徴
収)

◎
市
県
民
税（
第
１
期
）

納
期
限

６
月
30
日
（
木
）

今
月
の
夜
間
収
納
窓
口（
19
時
ま
で
）

２
日（
木
）・
９
日（
木
）・
16
日

（
木
）・
23
日
（
木
）・
30
日
（
木
）

三原市の人口
（４月30日現在 ）

世帯数 43,860世帯（－ 21）

人　口 101,810人 （－902）

男 48,708人 （－504）

女 53,102人 （－398）

（ ）内は前年同月との比較

食育推進キャラクター�
「そだっち」�

3

農
薬
は
誤
っ
た
使
用
方
法
に
よ

り
、
人
や
動
物
の
健
康
を
害
し
た

り
、
周
囲
の
農
作
物
を
汚
染
し
た

り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

使
用
す
る
際
は
、
次
の
こ
と
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
必
ず
容
器
に
記
載
の
使
用
基

準
・
注
意
事
項
を
守
る
。

○
無
登
録
農
薬
や
使
用
禁
止
の
農

薬
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
。

○
散
布
に
は
、
近
隣
に
影
響
が
少

な
い
天
候
や
時
間
帯
を
選
び
、

風
向
や
ノ
ズ
ル
の
向
き
に
注
意

す
る
。

○
学
校
や
保
育
所
、
病
院
、
住
宅

地
な
ど
の
近
接
地
で
使
用
す
る

場
合
は
、
事
前
に
看
板
な
ど
で

周
辺
住
民
に
周
知
を
す
る
。

○
子
ど
も
の
手
が
届
か
な
い
、
安

全
な
鍵
の
か
か
る
場
所
に
保
管

す
る
。
盗
難
や
紛
失
の
時
は
、

直
ち
に
最
寄
り
の
警
察
署
に
届

け
る
。

問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
課

（
1
０
８
４
８
^7
６
０
７
７
）

月
は
環
境
月
間
で
す
。
市
役
所

本
庁
舎
の
南
側
壁
面
に
、
ネ
ッ

ト
が
張
ら
れ
て
い
る
の
に
お
気
づ
き

で
す
か
？
こ
れ
は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
土
台
で
す
▼
緑
の
カ
ー
テ
ン
と

は
、
建
物
の
壁
や
窓
を
ツ
ル
性
の
植

物
で
覆
う
こ
と
で
夏
場
の
強
い
日
差

し
を
さ
え
ぎ
り
、
室
内
温
度
の
上
昇

を
抑
え
る
、い
わ
ば
天
然
の
日
よ
け
。

温
暖
化
防
止
や
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
効
果

も
期
待
さ
れ
ま
す
▼
市
役
所
に
は
、

琉
球
ア
サ
ガ
オ
や
ゴ
ー
ヤ
が
植
え
ら

れ
て
お
り
、
来
月
ご
ろ
か
ら
、
緑
の

葉
で
覆
わ
れ
始
め
る
そ
う
で
す
。
ど

の
く
ら
い
涼
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
か

に
加
え
、
ア
サ
ガ
オ
や
ゴ
ー
ヤ
が
、

ど
ん
な
花
や
実
を
つ
け
る
の
か
も
楽

し
み
で
す
▼
見
た
目
に
も
涼
し
げ

で
、
環
境
に
も
優
し
い
緑
の
カ
ー
テ

ン
は
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
エ
コ
の

一
つ
で
す
ね
▼
皆
さ
ん
の
周
り
に
は

ど
ん
な
エ
コ
が
あ
り
ま
す
か
？
み
は

ら
し
環
境
会
議
で
は
、
み
は
ら
エ
コ

百
景（
関
連
６
ペ
ー
ジ
）を
募
集
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
周
り

に
あ
る
エ
コ
な
取
り
組

み
な
ど
を
、
ぜ
ひ
応
募
し

て
み
ま
せ
ん
か
。（
た
）

６
月
〜
８
月
農
薬
危
害
防
止
月
間

農
薬
は
適
正
な
使
用
を
！

農業振興で地域の維持と
食とのふれあいを進めています

今
回
は
、
生
産
者
の
立
場
か
ら
、
農
事
組

合
法
人
ユ
ー
ト
ピ
ア
か
み
な
か
（
大
和
町
大

草
）
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

昨
年
度
は
、
学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
ナ

ス
や
白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
を
市
内
の
小
学

校
へ
出
荷
し
た
ほ
か
、
伝
統
的
な
農
法
の
継

承
と
し
て
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
、
田
植

え
や
稲
刈
り
な
ど
を
教
え
ま
し
た
。
こ
う
し

た
事
業
を
通
じ
て
、
地
産
地
消
や
消
費
者
と

の
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
の
核
と
な
り
地
域
を
守
っ

て
い
く
存
在
と
し
て
、
さ
ら
に
活
動
を
深
め

て
い
き
た
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
課
（
1
０
８
４

８
^7
６
０
７
７)

●材料（一人分）
なす １本、サラダ油 小さじ１、Ａ（みそ、砂糖
各大さじ1/2、酒、水 各小さじ１）、すりごま 小
さじ１
●作り方
①なすを縦半分に切る。長い場合は、半分に切る。
②フライパンにサラダ油をひき、なすを両面焼く。
③鍋にＡを入れ、弱火で照りが出るまで練り混ぜる。
④③に、すりごまを加えて混ぜ合わせ火を止める。
⑤②を切り分け、器に盛り、④をかけて出来上がり。

24

６ あ
・
と
・
が
・
き

▲実際に体験することで、食への関心が深まります

農
事
組
合
法
人
ユ
ー
ト
ピ
ア
か
み
な
か

代
表
理
事
組
合
長
　
中
井
一
男
さ
ん

より良い食生活をめざし、できること
から実行しましょう。
●朝ごはんを食べる●「いただきます」「ご
ちそうさま」のあいさつをする●地元産の
物を食べる●家族と一緒に食べる●よくか
んで味わって食べる
問い合わせ先 保健福祉課（10848^76053)

なすの田楽

今月は食育月間
毎月19日は食育の日


